
国民に理解深めてもらいたい
高レベル放射性廃棄物の地層処分
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　高レベル放射性廃棄物の地層処分の実現には、国

民全体での理解が不可欠であり、国が前面に立って

取り組むべく、年７月に資源エネルギー庁が地

層処分に関して科学的特性マップを公表した。公表

後、全国各地で対話活動を実施している。その２年

間の実績を踏まえ、同庁総合資源エネルギー調査会

放射性廃棄物ワーキンググループ（ＷＧ）で、今後

の取り組みについて議論を行い、「複数地域での文

献調査の実施に向けた当面の取り組み方針」を取り

まとめた。また、原子力発電環境整備機構（ＮＵＭ

Ｏ）では、広く一般の人に地層処分について理解を

深めてもらうための広報・対話活動を進めている。

　そこで科学新聞では、放射性廃棄物ＷＧでまと

めた方針の骨子、ＮＵＭＯの取り組みをもとに放

射性廃棄物の地層処分について特集することとし

た。

　
原
子
力
発
電
に
伴
っ
て
発
生
す
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
放
射
能
が
十
分
に
低
く
な
る
ま
で

の
長
い
期
間
、
人
間
の
生
活
環
境
か
ら
隔
離
す
る
た
め
、
世
界
各
国
で
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
方

法
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
案
を
検
討
し
た
結
果
、
人
間
が
管
理
す
る
必
要
の
な
い
地
下
深
部
の
安
定
し
た
岩
盤
に
埋
設

す
る
地
層
処
分
が
最
も
安
全
な
方
法
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
２
０
１
７
年
７
月
に
地
層

処
分
に
関
し
て
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
を
公
表
し
、そ
の
後
、２
年
間
の
対
話
活
動
を
踏
ま
え
て
放
射
性
廃
棄
物
Ｗ
Ｇ
で
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
昨
年

月

日
に
「
複
数
地
域
で
の
文
献
調
査
の
実
施
に
向
け
た
当
面
の

取
り
組
み
方
針
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
【
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
は
】

　
日
本
で
は
、
原
子
力
発
電
所
で
使
わ
れ
た
燃
料

を
再
処
理
し
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
ウ
ラ

ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す
こ
と
に
し
て
い

る
。
こ
の
再
処
理
の
過
程
で
残
る
長
半
減
期
の
放

射
性
物
質
を
含
む
廃
液
を
ガ
ラ
ス
原
料
と
高
温
で

溶
か
し
合
わ
せ
て
固
化
し
た
も
の
が
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
（
ガ
ラ
ス
固
化
体
）
で
あ
る
。
現
在

原
子
力
発
電
所
な
ど
に
は
、
約
１
万
８
０
０
０
㌧

の
使
用
済
燃
料
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
今

後
再
処
理
す
る
と
、
す
で
に
国
内

に
存
在
す
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
と
合

わ
せ
て
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
本
数

は
約
２
万
５
０
０
０
本
相
当
と
な

る
。

　
こ
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
ど
う
す

る
の
か
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
経
済

的
で
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
原
子
力
を
利

用
し
て
き
た
我
々
現
世
代
の
課
題
で
あ
り
、
次
の

世
代
に
負
担
を
押
し
付
け
な
い
た
め
に
も
、
で
き

る
だ
け
早
く
最
終
処
分
に
道
筋
を
つ
け
る
必
要
が

あ
る
。

　
【
地
層
処
分
に
つ
い
て
】

　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
の
問
題
は
、

日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
原
子
力
を
利
用
し

て
き
た
全
て
の
国
に
共
通
し
た
課
題
で
あ
る
（
再

処
理
を
選
択
し
て
い
な
い
国
で
は
、
使
用
済
燃
料

が
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
で
あ

る
）
。

　
そ
こ
で
、
国
際
的
な
長
い
議
論
の

末
、
地
層
処
分
が
最
も
適
切
な
最
終

処
分
方
法
で
あ
る
と
の
基
本
的
な
考

え
方
が
共
有
さ
れ
た
。
各
国
共
通
の

考
え
方
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま

ず
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、

放
射
能
の
低
減
に
極
め
て
長
い
期
間

を
必
要
と
す
る
た
め
、
人
間
が
管
理

し
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
将

来
の
世
代
に
管
理
を
継
続
す
る
負
担

を
残
さ
な
い
た
め
に
も
、
現
世
代
の

責
任
で
き
ち
ん
と
解
決
の
道
筋
を
つ

け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
を
人
間
の
生
活
環
境
か
ら

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
適
切
に
隔
離

す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
隔
離
方
法
と
し
て
、
地
下
深
く

の
安
定
し
た
岩
盤
に
埋
設
す
る
〝
地

層
処
分
〟
が
最
適
で
、
現
時
点
で
他

に
有
効
な
手
段
は
見
当
た
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。

　

　
【
地
層
処
分
方
法
】

　
地
下
深
く
の
安
定
し
た
岩
盤
に
埋
設
す
る
地
層

処
分
は
、
〝
人
工
バ
リ
ア
〟
と
〝
天
然
バ
リ
ア
〟

を
組
み
合
わ
せ
た
多
重
バ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
で
、
長

期
に
わ
た
り
放
射
性
物
質
を
人
間
の
生
活
環
境
か

ら
隔
離
し
、
抑
え
閉
じ
込
め
る
方
法
で
あ
る
。

　
人
工
バ
リ
ア
と
は
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
、
オ
ー
バ

ー
パ
ッ
ク（
金
属
製
の
容
器
）、緩
衝
材（
粘
土
）

で
構
成
さ
れ
る
。
ガ
ラ
ス
固
化
体
は
、
放
射
性
物

質
を
ガ
ラ
ス
と
一
緒
に
固
め
、
長
期
に
わ
た
っ
て

地
下
水
に
溶
け
出
し
に
く
く
し
た

も
の
で
、
直
径
約

㌢
㍍
、
高
さ

約
１
・
３
㍍
の
大
き
さ
で
あ
る
。

オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
は
、
厚
さ
約


㌢
㍍
の
金
属
製
の
容
器
で
ガ
ラ
ス

固
化
体
を
包
み
込
み
、
放
射
能
レ

ベ
ル
が
高
い
間
、
地
下
水
が
ガ
ラ

ス
固
化
体
に
接
触
す
る
の
を
防
ぐ
役
割
を
担
う
。

そ
し
て
さ
ら
に
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
を
厚
さ
約

㌢

㍍
の
緩
衝
材
で
覆
う
こ
と
で
、
地
下
水
を
容
易
に

通
さ
ず
、
放
射
性
物
質
を
吸
着
し
、
移
動
を
遅
ら

せ
、
周
囲
か
ら
の
影
響
を
緩
和
す
る
。

　
一
方
、
天
然
バ
リ
ア
と
は
、
地
下
深
部
の
岩
盤

の
こ
と
。
地
下
深
部
は
、
酸
素
が
極
め
て
少
な
い

た
め
、
腐
食
が
起
こ
り
に
く
い
。
ま
た
、
地
下
水

の
動
き
も
極
め
て
遅
く
、
万
一
、
放
射
性
物
質
が

漏
れ
出
し
た
と
し
て
も
、
岩
盤
に
吸
着
さ
れ
、
そ

の
移
動
を
さ
ら
に
遅
ら
せ
る
。

放射性廃棄物の地層処分の模式図

　
具
体
的
な
取
り
組
み
の
方
針

を
、
３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て

い
る
。

　
◇
フ
ェ
ー
ズ
１
で
は
、
地
層
処

分
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
課

題
と
の
観
点
か
ら
、
現
役
世
代
や

若
年
層
な
ど
を
含
め
た
幅
広
い
層

へ
の
理
解
を
促
進
し
、
「
よ
り
深

く
知
り
た
い
」
と
い
う
関
心
が
あ

る
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
情
報
提
供
の
強
化
を
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
。

　
◇
フ
ェ
ー
ズ
２
と
し
て
、
「
よ

り
深
く
知
り
た
い
」
関
心
が
あ
る

グ
ル
ー
プ
を
、
２
０
２
０
年
を
目

途
に
全
国
で
１
０
０
程
度
に
拡
大

し
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
処
分
事
業
を
よ

り
具
体
的
に
考
え
て
も
ら
え
る
よ

う
に
地
域
の
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
◇
フ
ェ
ー
ズ
３
で
は
、
２
０
２

０
年
以
降
、
関
心
を
示
し
て
い
る

複
数
の
地
域
で
の
地
層
処
分
に
関

す
る
文
献
調
査
を
全
面
的
に
支
援

し
、
医
療
の
充
実
や
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
な
ど
、
具
体
的
な
地
域

の
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
。

　
放
射
性
廃
棄
物
Ｗ
Ｇ
で
示
さ
れ

た
方
針
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ

れ
ま
で
の
対
話
活
動
で
、
自
ら
地

域
に
処
分
地
を
誘
致
す
る
か
否
か

で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
解
決
す

べ
き
課
題
と
の
観
点
か
ら
、
「
よ

り
深
く
知
り
た
い
」
関
心
が
あ
る

グ
ル
ー
プ
（
主
体
的
に
活
動
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
）
が
全
国
各
地
に

広
が
り
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
経
済
団
体
や
行
政
・
議

会
関
係
者
を
含
め
た
幅
広
い
層
に

も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
２
０
２
０
年
を
目
途
に
関
心

が
あ
る
グ
ル
ー
プ
を
全
国
で
１
０

０
程
度
（
現
状
は
約

）
に
拡
大

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
関
心
が
あ
る
グ
ル
ー
プ

が
全
国
各
地
に
広
が
り
つ
つ
あ
る

状
況
を
踏
ま
え
、
処
分
事
業
を
よ

り
具
体
的
に
考
え
て
も
ら
え
る
よ

う
な
情
報
提
供
を
強
化
し
、
地
域

の
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
役
立

つ
よ
う
に
、
処
分
事
業
に
伴
う
地

域
発
展
の
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
で
き

る
よ
う
な
情
報
を
積
極
的
に
提
供

し
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
く
上
で
参
考
に
な
る
例
と
し

て
、
イ
ン
フ
ラ
・
社
会
基
盤
整
備

の
点
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
処

分
選
定
地
域（
エ
ス
ト
ハ
ン
マ
ル
）

と
隣
接
地
域
と
を
結
ぶ
道
路
を
整

備
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
精

密
調
査
実
施
地
域
（
ビ
ュ
ー
ル
）

周
辺
の
県
道
の
バ
イ
パ
ス
道
路
を

新
設
し
た
。
中
小
企
業
支
援
と
し

て
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
処
分
実

施
主
体
の
Ｓ
Ｋ
Ｂ
社
（
核
燃
料
・

廃
棄
物
管
理
会
社
）
が
地
元
中
小

企
業
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
教
育
支
援
に
関
し
て
は
、

カ
ナ
ダ
で
は
次
世
代
層
に
科
学
・

技
術
・
工
学
・
数
学（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
）

教
育
を
実
践
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
地
域
の
声
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
地
域

発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
具
体

化
し
て
い
る
。

　「私たちの未来のための提言コンテスト」は、次世代層が自分にかかわる
こととしてメッセージを発信し、広く社会全体の関心喚起、理解促進につな
げることを目的に行われた。年度の受賞は６編。
　以下は提言テーマ、受賞者（個人またはグループ代表）、提言の骨子。

　◆「高レベル放射性廃棄物問題の「Ｏ
ｕｒｓ（私たちごと）化計画」（石﨑悠
也さん・京都教育大学附属京都小中学校
８年）
　高レベル放射性廃棄物の問題を、なぜ
自分にかかわることとして考えられない
のか。それには①正しい知識がない②向
き合いたくない③無関心－の３つの理由
があげられる。そこで自分にかかわるこ
ととして考えるための仕組みとして４つ
のステップを提案した。ステップ１：
「知る」。知識がない人、偏見を持って
いる人のために正しく知るための情報を
伝える。ステップ２：「関連付ける」。
この問題に自分であったらどう対処する
のかを想像し、主体的に考えさせる。ス
テップ３：「Ｏｕｒｓ化」。自分の中だ
けで完結させるのではなく、家族や仲間
と話し合って自分たちにかかわること、
言い換えればＯｕｒｓ化する。ステップ
４：「発信する」。Ｏｕｒｓ化ができた
らその輪を広げていく。ひとりでも多く
の人が共有化することができれば本当の
意味でＯｕｒｓ化していけるのではない
か。

　◆「関心の扉を開けよう」
（今中咲幸さん・京都教育大学
附属京都小中学校９年）
　地域ごとの中高生が主体とな
った継続的な団体を作ることを
提言する。京都大学で行われた
高校生が集う会で、「花に放射
性物質を吸収させ、かさを減ら
し、捨てることができる」とい
う話題で、実現可能なものとし
てイメージすることができ、こ
の問題に深く関わりたいと思う
きっかけとなった。そこで全国
の地域で学ぶ意欲をもつ中高生
と意見交流会を行い、そこで得
たことについて毎回学校で報告
会を行っている。せっかく学ん
だことを多くの人たちに知らせ
なければ意味がない。今は自分
より下の学年にも活動を広めて
いるところで、これによって関
心を持つ活動に参加しようとす
る仲間が増えてきている。今後、
関心の扉を開けるそのお手伝い
をしたい。

　◆「地層処分をすすめるため
に」（田淵壮良さん・京都府立
桃山高等学校２年、グローバル
サイエンス部）
　地層処分という名称を地層保
管に変更することを提案する。
高レベル放射性廃棄物を処分し
たとしても、なくなるわけでは
なく、放射能レベルが下がるの
を見守り続けるのだから、核の
ゴミを次世代に引き継ぐことの
実態を和らげる意味もあり、保
管とすることが分かりやすい。
次に、地層処分の管轄を環境省
へ移行すること。この問題を環
境問題として捉え、国民全体に
防災として捉えてもらうためで
ある。さらに、次世代に引き継ぐ
ことに関して、特に小学生をは
じめ地域の方々に向けた学習会
を設けること。そこで得られる
ことは、地層処分をする際の事
前のシミュレーションなどによ
って、自分にかかわることとし
て捉えやすくなるからである。

　◆「高レベル放射性廃棄物問題に関す
る認識を広めるための学生団体の設立」
（竹本伊吹さん・香川高等専門学校詫間
キャンパス専攻科１年、ものづくり愛好
会）
　ものづくり愛好会は、子供から高齢者
までが分かりやすく、かつ視覚的に放射
線について学習できるツールを独自に開
発し、イベント等で普及活動を行ってい
る。この活動を通して気づいたことは、
世間の多くの人たちが放射線の問題にま
ったく意欲や関心を持っていないという
こと。専門家による一方的な説明を聞く
だけではなく、学生自身も学びながら双
方向で学習を行っていくことの重要性で
ある。そこで日本のエネルギー問題や高
レベル放射性廃棄物の問題を多くの人に
提示してもらう学生団体の設立を提案す
る。原子力分野を学ぶ大学生や高校生を
中心に執行部を作り、楽しくわかりやす
く学ぶことができる場により議論する。
今後、若い世代にとって身近な存在であ
るＳＮＳを活用し、どのようにしたら効
果的かを、試行錯誤しながら発信してい
きたい。

　◆「高レベル放射性廃棄物と向きあう
ために」（千葉咲楽さん・弘前大学教育
学部学校教育教員養成課程３年）
　卒業研究の一環として福島県浪江町を
フィールドに放射線教育やリスクコミュ
ニケーションに携わる機会があり、放射
性廃棄物の問題に触れる機会があった。
教育職を目指していることもあり、学習
指導要領の中で取り扱い、学校教育の現
場で直接この問題を問いかけていくこと
が効果的であると考えている。そのため
にも、まずは児童・生徒に教育をする教
員の講習システムを構築していく必要が
ある。また、子供の考え方に影響を与え
るのは学校現場のみではなく、両親の教
育、考え方にも依存するため、親子が積
極的に参加できる原子力施設見学や説明
会、機会を設けて総合的な意見交換の場
を創出し、理解促進を図っていくことが
この問題と向き合うきっかけとなるので
はないか。今後も教員を目指す者として
エネルギー教育や放射性廃棄物の処分の
問題などを、各世代層一人ひとりが当事
者意識を持って考えられるような教育に
携わっていきたい。

　◆「地層処分システムの認知向
上のための提案～現代マーケティ
ング手法を用いたマジックナンバ
ー『２μＳｖ／年』の普及」（岡
村知拓さん・東京工業大学環境・
社会理工学院融合理工学系後期博
士課程１年）
　提示した２μＳｖ／年がどのよ
うな意味をもつのか。この値は、
放射性廃棄物を地層処分した際
に、人間社会、生活環境が受ける
リスクの最高値であり、人間が日
常生活で年間浴びる放射線量の２
㍉Ｓｖ／年と比べて、分の１
と低い。地層処分では、高い放射
性物質の閉じ込め性能によって安
全性が担保されるから、地層処分
の本質はこの値に帰結する。それ
だけにこの値を広めていくことが
大切で、インターネットの活用な
どをきっかけとして地層処分に対
する理解を深める。地層処分とは
何ぞやという前に、「２μＳｖ／
年」の本質を理解することが重要
である。

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
原
子
力
発
電
環

境
整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
で
は
、
地
層

処
分
事
業
の
学
習
活
動
に
参
加
し
て
い
る

地
域
団
体
の
中
で「
よ
り
深
く
知
り
た
い
」

関
心
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
さ
ら
な
る
拡
大

・
深
化
を
す
る
た
め
に
、
関
心
が
あ
る
グ

ル
ー
プ
同
士
の
交
流
・
情
報
共
有
を
図
る

た
め
の
全
国
交
流
会
を
開
催
し
て
い
る
。

今
年
度
で
５
回
目
と
な
る
全
国
交
流
会
が

２
月

日
、
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
の

フ
ク
ラ
シ
ア
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ

れ
た
。

　
今
回
の
交
流
会
で
は
、
２
０
１
９
年
度

に
実
施
し
た
取
り
組
み
等
の
説
明
を
は
じ

め
、
提
言
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
の
発
表
・

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
受
賞
者
が

参
加
し
提
言
に
基
づ
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

【
２
０
１
９
年
度
に
実
施
し
た
取
り
組

み
】

　
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
学

習
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
や
意

見
を
整
理
し
、
ま
と
め
た
。

　
［
活
動
の
ア
イ
デ
ア
］

　
◇
関
心
を
高
め
る
た
め
に
は
、
Ｆ
Ｕ
Ｎ

（
楽
し
い
と
い
う
感
覚
）を
取
り
入
れ
て
、

裾
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
は
な

い
か
。
◇
子
供
や
孫

の
世
代
に
先
送
り
し

て
良
い
の
か
と
い

う
、
現
世
代
と
し
て

の
責
任
を
問
う
場
を

設
定
し
て
は
ど
う

か
。
◇
放
射
能
と
い

う
も
の
は
私
た
ち
の

社
会
が
発
展
し
て
い

く
過
程
で
必
ず
発
生

し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
を
伝
え
る
。
◇

地
学
や
放
射
線
な
ど

科
学
を
幅
広
く
、
正

し
く
知
る
機
会
の
提

供
。

　
［
次
世
代
へ
の
取

り
組
み
］

　
◇
活
動
し
て
い
る

人
の
高
齢
化
が
深
刻

な
課
題
で
、
若
年
層
へ
の
働
き
か
け
が
急

務
で
あ
る
。
◇
実
験
も
未
就
学
児
・
若
年

層
で
も
簡
単
に
で
き
る
工
夫
が
必
要
。
◇

学
生
へ
働
き
か
け
る
に
し
て
も
、
ま
ず
は

教
師
の
理
解
が
必
要
。
◇
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
に
よ
る
理
解
促
進
が
必
要
。
◇
修

学
旅
行
の
視
察
先
と
し
て
、
深
地
層
研
究

所
な
ど
を
訪
れ
体
感
さ
せ
る
。

　
［
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
へ

の
意
見
］

　
◇
実
際
に
処
分
地
を
受
け
入
れ
た
北
欧

の
人
の
想
い
を
知
り
た
い
。
◇
地
層
処
分

に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
地
下
施
設
な
ど
、

地
下
の
活
用
・
安
全
性
を
広
く
学
ぶ
視
察

先
を
拡
大
し
て
も
ら
い
た
い

な
ど
。

　
こ
う
し
た
意
見
を
受
け
て
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

で
は
２
０
１
９
年
度
に
「
ブ
ロ
ッ
ク
（
地

域
）
別
交
流
会
」
「
海
外
先
進
地
視
察
」

「
私
た
ち
の
未
来
の
た
め
の
提
言
コ
ン
テ

ス
ト
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

　
海
外
先
進
地
視
察
で
は
、
地
層
処
分
が

先
行
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
現
地
視
察
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
核
燃
料

・
廃
棄
物
管
理
会
社
（
Ｓ
Ｋ
Ｂ
社
）
の
関

係
者
と
の
懇
談
を
行
っ
た
。

　
視
察
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
「
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
、
処
分
事
業
と
地
域
が
ど
の

よ
う
に
共
生
し
て
い
く
の
か
を
地
域
の
人

と
し
っ
か
り
議
論
す
る
こ
と
の
重
要
性
に

気
づ
い
た
」
「
地
域
で
の
冷
静
な
議
論
を

経
て
、
賛
成
の
人
も
反
対
の
人
も
議
論
の

結
果
を
尊
重
し
、
前
を
向
い
て
一
緒
に
歩

ん
で
い
く
姿
に
感
動
し
た
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

交
流
会
の
模
様

６
人
の
受
賞
者
（
前
列
）
と
関
係
者


